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はじめに

　2021年12月はロシア連邦の誕生から30周年の節目となる。このときロシアは東西冷戦期さ

ながらウクライナをめぐり欧米と対決し、プーチン大統領の一挙手一投足を世界が見つめて

いた。ロシアは未だ30歳の若い国家であり、ナショナル・アイデンティティ構築の途上にあ

る。そのような中、ロシアの統合原理としてロシア正教会の復興が注目を集めている。ロシ

ア正教会はロシア教育省を差し置いて、学校における宗教教育の発起人となった1。国家レベ

ルと社会レベルにおける教会の台頭に伴い、公教育における正教教育も進行している。この

動きは、ロシアのナショナル・アイデンティティとも密接に関わっているのである。

　現代ロシアの支配層がナショナル・アイデンティティを構築するにあたり、正教が重視さ

れていることは明らかである。その理由は、アレクサンドル・ベルホーフスキーによれば、

①ロシアの復興に際し帝政と正教のイメージは切り離せないこと、②ロシアと西欧を分か

つものとしての正教の歴史的役割が重要であること、③ロシア市民が教会を信用しているこ

と、④プーチン個人が正教徒であること、⑤イスラム・テロリズムと急進的な政治的イスラ

ムの台頭に対する懸念、が挙げられる2。デリク・デイビスによれば、ロシア正教は今やロシ

アに現れつつあるイデオロギーの中心である。プーチンが大統領代行に就任する式典にアレ

   1   Ожиганова 2017, 19
   2   Верховский 2006, 166-169
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クシー２世総主教を招待したように、正教キリスト教は次第に国教としての役割を引き受け

るようになっている。今や主要なイベントには正教の聖職者が姿を見せている。ロシア正教

会はすでに半ば国教となっているという3。

　本稿の目的はこの30年間におけるロシア正教会の復興と、それに伴うロシア公教育におけ

る正教教育の展開を跡付けることである。その際、先行研究や各種の資料を幅広く参照す

る。まず、現代ロシアにおけるロシア正教会の復興について検討する。次いで、ロシア公

教育における正教教育の展開を３つの時期に区分する。第１期は「揺籃期」（1991年～ 1999

年）、第２期は「準備期」（2000年～ 2008年）、そして第３期は「発展期」（2009年～ 2021年）

である。最後に本稿の結論を述べ、今後の展望に言及したい。

１．現代ロシアにおけるロシア正教会の復興

　1993年に制定されたロシア連邦憲法ではこれに先行する1990年宗教法の規定を受け、第14

条で以下のように政教分離を定めている。「①ロシア連邦は世俗国家である。いかなる宗教

も国家的もしくは義務的なものとして定めることはできない。②宗教団体は国家から分離さ

れ、法律の下で平等である。」また第28条で「各人は良心の自由、信教の自由を保障される。

これは個人としてもしくは他人と共同で任意の宗教を信仰し、もしくはいかなる宗教も信仰

せず、宗教的およびその他の信念を自由に選択し、維持し、布教し、それに従って行動する

権利を含む」と良心の自由を定めている4。

　表１は、1990年代のロシアで国家登録された代表的な宗教団体と、その登録数の推移を示

している。ロシア正教会を筆頭に、イスラム教、福音派キリスト教徒‐バプティスト派、福

音派信仰キリスト教徒‐ペンテコステ派、福音派キリスト教徒、セブンスデー・アドベン

ティスト、宗派のないキリスト教会、ローマ・カトリック教会、エホバの証人、古儀式派と

続く。この中では、やはりロシア正教会の成長が目立っている。

表１　ロシアにおける宗教団体の国家登録

 教会名称 1992年 1994年 1996年 1998年
１ ロシア正教会 2880 5559 7195 8653
２ イスラム教 1216 2037 2494 2891
３ 福音派キリスト教徒‐バプティスト派 264 550 677 750
４ 福音派信仰キリスト教徒‐ペンテコステ派 30 192 351 524
５ 福音派キリスト教徒 26 - 248 397
６ セブンスデー・アドベンティスト 72 156 222 323
７ 宗派のないキリスト教会 37 132 213 259
８ ローマ・カトリック教会 37 138 183 223

   3   Davis 2002, 657, 663-664
   4   Конституция Российской Федерации 1993, 8, 12
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９ エホバの証人 １ 72 129 206
10 古儀式派 51 120 164 203

出典 : Аверинцев и др.1998, 382-385. 数の多い順に 10 位までを列挙した。

　1997年にはロシア連邦宗教法が成立している。新たな宗教法の下、ロシアでは宗教のヒエ

ラルキーが形成されるにいたった。アレクサンダー・アガジャニアンはそれを表２のように

整理している。この法律の前文では正教の他、キリスト教・イスラム教・仏教・ユダヤ教

が「伝統宗教」として記載される。第２章は「宗教団体」について規定している。ここでは

「宗教集団」と「宗教組織」を区別し、両者を包括する概念として「宗教団体」を規定して

いる。３つ以上の地方宗教組織からなる宗教組織は中央宗教組織と認められ、50年以上ロシ

アで合法的に活動してきた中央宗教組織は「ロシア」を名乗ることができる。宗教集団に登

録制度はなく、法人格は有しない。宗教組織はロシアで15年以上存続してきたことを条件に

創設・国家登録され、法人格を有する。外国宗教組織はロシアに代表部を設置できるが、宗

教活動はできない5。

表２　ロシア連邦宗教法（1997年）

主流派正教、イスラム教
仏教、ユダヤ教

→1997年宗教法で特
別に言及されている

→伝統宗教ローマ・カトリック
国教のプロテスタント
ルター派
福音派バプティスト

→非正教キリスト教

古儀式派、その他のプロテスタントセクト
（セブンスデー・アドベンティスト、ペンテコステ派）
新宗教運動（ロシア）、新宗教運動（外国）
オカルティズムとペイガニズム

→その他の宗教、あ
るいはセクト

出典 : Agadjanian 2000, 118

　1990年から2002年における世界中の政教関係を調査したジョナサン・フォックスによれ

ば、旧ソ連諸国では政教分離はほとんど見られなくなっている。かつての戦闘的な世俗地域

における宗教復興には、次の傾向があるという。１つに、この地域におけるほとんどの国

は、宗教を含む土着文化を再び確立し促進したがっている。従って、多くの国は外来かつ非

伝統宗教の侵食に対して土着の宗教を擁護しようとしている。２つに、宗教への恐れあるい

はそれを統制しようとする欲求である。宗教は政治体制に対する挑戦として恐れられてい

る。これはイスラム急進派が国家を弱体化させてイスラム国家を樹立しようとしている国家

では差し迫った恐怖である。宗教の政治的パワーはキリスト教国でも実感されている。ポー

ランドではカトリック教会が政治に影響を与え、ロシアでは重要な政策的・文化的問題に

   5   宮川 2011, 5-7
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ついて正教会に独占的な特権を与えている6。2002年時点の政教関係は表３のように整理され

る。旧ソ連諸国の中で、ロシアは「若干の宗教の優先的待遇」に分類され、少数派宗教を制

限する度合いは高いものとなっている。

表３　旧ソ連諸国における政教関係（2002年）

政教関係 少数派宗教の制限 
 なし 低度 中度 高度

宗教国家 － － － －
活動的国教 － － － －

国家に統制された国教 － － － ウズベキスタン等
歴史的・文化的国教 － － － －

若干の宗教の優先的待遇 － ハンガリー等 ポーランド ロシア等
全般的な支持 － スロベニア スロバキア －
適度の分離 － エストニア等 ウクライナ －

ほぼ完全な分離 － アルバニア － －
敵対 タジキスタン キルギスタン － アゼルバイジャン

出典 : Fox 2008, 147

　現代ロシアにおける正教徒数の伸びは著しい。表４はロシアの世論調査機関「レバダ・

センター」が1991年から2020年にかけて実施してきた調査結果である。「信徒ではない」が

61％から22％と３分の１ほどに減少しているのに対し、「正教」が31％から68％と２倍以上

の伸びを見せている。なお、2011年と2020年のデータにさほど変化は見られず、現代ロシア

における宗教状況は初めの20年間で大枠が決定されたと考えられる。

表４　あなたの宗教は何か

1991年 1994年 2001年 2004年 2007年 2010年 2011年 2020年
正教 31％ 38％ 50％ 57％ 56％ 70％ 69％ 68％

イスラム教 １％ ２％ ４％ ４％ ３％ ４％ ５％ ７％
カトリック - ＜１％ ＜１％ ＜１％ ＜１％ ＜１％ ＜１％ ＜１％

プロテスタント - ＜１％ ＜１％ ＜１％ ＜１％ ＜１％ ＜１％ ＜１％
ユダヤ教 - ＜１％ ＜１％ ＜１％ ＜１％ ＜１％ ＜１％ ＜１％

その他の宗教 １％ ＜１％ ２％ １％ １％ ＜１％ １％ ２％
信徒ではない 61％ 58％ 37％ 32％ 33％ 21％ 22％ 22％
回答困難 ６％ １％ ７％ ６％ ６％ ４％ ４％ １％

出典 : Левада-Центр (a); Левада-Центр (b). 「＜１％」は１% 未満を示す。

   6   Fox 2008, 178-179
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２．第１期：揺籃期（1991年～ 1999年）

　1990年初頭、ロシア教育省はロシアの学校にキリスト教の倫理と道徳を強調するカリキュ

ラムによる宗教学習の導入を決定する7。1992年11月５日、ロシア教育省の官僚３人がカリ

フォルニアで開かれていたキリスト教教育者大会に訪れた。ロシア教育大臣に代わって、彼

らは8000人以上の教育者が「共同使節団」（CoMission）に参加することを要請した。「共同

使節団」とは、ロシア公立学校の教師にキリスト教倫理の教え方を指導するため、80 を超

えるキリスト教組織のグループが形成したものである8。1992年12月、ロシア教育大臣と共同

使節団執行委員会は「意向に関する議定書」に調印した。そこでは共同使節団を「キリスト

教社会プロジェクト」と記述し、「教育と社会の精神的刷新の分野における協力を発展させ

るため」、両者はロシア公立学校の道徳と倫理の課程とカリキュラムを発展させるべく５年

にわたり提携することが記されている9。

　しかしながら1995年初頭、共同使節団の一員が学校での正規の授業でキリスト教の倫理

と道徳を教えたとの情報がロシア正教会の司祭に入った。またこの司祭は、共同使節団が

12000人の宣教師をロシアに送り、聖書学習会を開始して最終的には教会をつくるという共

同使節団の意向が記された文書を入手した。これは上院議長、首相、教育大臣にも届けら

れ、1995年２月にはロシア教育省と共同使節団との議定書がキャンセルされるに至った10。

当時はさまざまな宗教が外国からロシアに流れ込み、資金の豊富な西側の宗教が布教活動を

活発に展開していた。ロシアにおける伝統的な宗教団体は危機感を抱いた。1995年の「地下

鉄サリン事件」を機に、ロシアではオウム真理教排除の動きが顕在化する。ロシア社会全体

に外国宗教に対する警戒心が生じた11。

　1997年に成立した「ロシア連邦宗教法」では、第５条で宗教教育について次のように規定

する。「１．個々人は、自らの選択によって個人的に、もしくは他の人々と共同で宗教教育

を受ける権利を有する。２．子供の養育ならびに教育は、良心の自由ならびに信教の自由に

対する子供の権利を考慮して、両親もしくはそれに代わる者が行う。３．宗教団体は、その

規約およびロシア連邦法令にしたがって、教育機関を設立する権利を有する。４．両親もし

くはそれに代わる者の申請があり、国立ならびに公立の教育機関で学ぶ子供の同意を得た上

で、当該の地方自治機関との調整にしたがって、教育課程の範囲外で子供に宗教を教える機

会が、当該教育機関の管理当局によって宗教組織に与えられる12」。

  7   Bill 2002, 4 
  8   Glanzer 2002, 3
  9   Glanzer 2002, 5
10   Glanzer 2002, 175-176
11   宮川 2003, 112
12   Российская газета
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　その後、アメリカの共同使節団に代わり、ロシア正教会とロシア教育省との提携が進展す

る。1999年２月、モスクワ総主教庁の提案に沿って、教育に関する世俗 ･宗教委員会が教育

省内に創設された。これは国家教育スタンダード、学習計画、教科書、学習参考書を戦闘的

無神論の立場から解放する使命を帯びたものとされた13。また1999年８月には、「ロシア連邦

教育省とロシア正教会モスクワ総主教庁との協力に関する契約」にフィリポフ教育大臣とア

レクシー２世総主教が署名した。この契約は次の事項を含んでいる。情報交換。学習 ･教授

法問題における統一行動。精神 ･道徳的養育の分野における共同作業で蓄積された経験の分

析と総括。教育、良心の自由と宗教団体に関する現行法の修正と追加に関する確実な論拠の

ある提議の作成、である14。

　1997年から1999年にかけて、ロシアのいくつかの地域では州行政機関の資金で公立中学校

に正教の教義を教える正規の科目が導入され始めた。それは次のように様々な科目名であっ

た。「正教の基礎と価値」（ベルゴロド）、「正教文化の基礎」（クルスク）、「神の法」に関す

る選択科目（ヴォロネジ、カリニングラード）、「正教文化と道徳の基礎」（ノボシビルスク、

スモレンスク）、「教会史」（ヴォロネジ、ロストフ ･ナ ･ドヌー）、正教の基礎に関する選択

科目（ケメロボ）等である。最も注目されたのがクルスク州で、「正教文化の基礎」教育が

州内に800 ある学校のうち300 で導入されている15。

３．第２期：準備期（2000年～ 2008年）

　2000年８月、ロシア正教会はモスクワの「救世主ハリストス大聖堂」において「ハリスト

ス生誕祝賀記念主教会議」を４日間にわたり開催した。会議の初日にはアレクシー２世総主

教が基調報告を行っている。その中で彼は、今後教会が国家と社会の問題に積極的に関与し

ていく姿勢を表明した。そして、「社会に広がる道徳的頽廃、社会的病理を克服するために

中等、高等教育における宗教教育の復活」を訴えている16。この会議では、「ロシア正教会社

会的基本構想」と題する文書が採択されている。「社会的基本構想」は全16章からなり、第

３章「教会と国家」の第８節では、「現在の歴史的段階における教会と国家の協同分野」に

ついて以下のように列挙する。

国際間・民族間・及び市民レベルの平和構築、人民・国民及び国家間の相互理解と協力

の促進。社会における道徳性の維持に関する配慮。精神的・文化的・道徳的及び愛国主

義的教育及び養育。慈善事業、共同の社会的プログラムの発展。歴史的文化的記念碑の

13   Зуев и др. 2002, 32
14   Зуев и др. 2002, 29-30
15   宮川 2006, 153
16   廣岡 2000, 138-139
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保護に関する配慮を含む、歴史的及び文化的遺産の保護・復旧及び発展。教会と社会に

とって重要な諸問題に関する、国家権力機関のあらゆる部門及びレベルとの対話。これ

にはしかるべき法律・法令・指令及び決定の作成に関するものも含まれる。軍人及び法

執行職員の世話、彼らの精神的・道徳的養育。法律違反を予防するための努力、囚人の

世話。人文研究を含む科学。厚生。文化及び創作活動。教会及び世俗的マスメディアの

仕事。環境保存の活動。教会・国家・社会の利益のための経済活動。家族制度・母性・

幼年時代の支援。個人と社会にとって危険となる、疑似宗教構造の活動対策 17。

以上のように、教会と国家が協同する分野は多岐に亘り、今後の発展を予想させるものと

なっている。

　2002年初頭、アラ・ボロジナ著の教科書『正教文化の基礎』が出版された。これには「ロ

シア連邦教育省とロシア正教会モスクワ総主教庁との統一行動に関する調整評議会推薦」の

公印が押されていた。ボロジナはモスクワ第1148学校の教頭であり、モスクワ教員再教育研

究所の教授法専門家である。彼女は1996年からこのコースを準備しており、教科書だけでは

なく学校プログラムに全学年に及ぶ新しい科目を導入する構想を提案している。2002年10月

22日、フィリポフ教育大臣は科目「正教文化」の模範的な教授法計画の要約を付与した書簡

に署名した。この書簡は地方の教育局にも発送され、学校における「正教文化の基礎」の集

中的な導入を開始させている。グレブネフ教育次官も2004年１月、中学校の必修プログラム

に「正教文化の基礎」コースを導入するべきとの考えを明らかにした。２月３日の記者会見

でフィリポフ教育大臣は、中学校に選択科目としての正教教育を導入する方針を再度表明し

た18。

　こうした教育省の政策により、中等教育における正教教育の導入に対する賛成派と反対派

が形成されることになる。賛成派には、当事者であり推進者であるロシア正教会、ロシア教

育省を別とすれば、地方・連邦権力機関の一部、ロシア・ナショナリストの社会・政治組織

のいくつか、正教徒または金銭的に利害関係を有する教師の小グループという主として３つ

の勢力が挙げられる。反対派は主に次の４グループから構成される。新しい負担を重荷と感

じる児童。児童への宗派教育を望まない両親。道徳についての自身の見識をもつ大多数の教

師。リベラルな社会 -政治組織であり、彼らは社会制度においてロシア正教会の影響が強ま

ることはロシアの民主的発展に対する脅威であり、他の宗教・宗派の権利侵害であるとみな

す19。

　教育現場では「正教文化の基礎」教育は徐々に浸透した。トゥーラの学校では2002年度は

５年生には必修となり、2003年度には児童の希望と両親の承諾が条件となった。市のプロ

レタリア地区では、30 のうち５つの学校でこの選択科目が実施されている。2004年３月に

17   Русская Православная Церковь официальный сайт Московского Патриархата
18   宮川 2006, 154
19   宮川 2006, 154-155
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は、クルスク州における学校の70％で「正教文化の基礎」が選択科目として教えられてい

た。2004 ～ 2005年度には「正教文化の基礎」とそれに類似するコースが、クラスノダール、

スタヴロポリの各辺区、ウドムルト、サマラ、カルーガ、カリニングラード、スモレンス

ク、クルスク、ヴォロネジ、ニジニー・ノヴゴロド、ウラジーミル、キーロフ、クルガンの

各州、エカチェリンブルグとスヴェルドロフスク州の学校で開かれている20。

　2006年１月、アレクシー２世総主教は宗教教育が必修でなければならないことを提唱し

た。ロシア正教会の圧力の下、この年に「正教文化の基礎」科が学校における地方構成要素

の枠内で必修科目として導入されたのがオリョール、ベルゴロド、ブリャンスク、カルー

ガ、スモレンスクの各州である。2007年９月からはトヴェリ、リャザン、ヴォロネジの各州

でも必修科目として導入されている21。2007年３月には、全世界ロシア民族会議22の第11回年

次大会が「富裕と貧困：ロシアの歴史的挑戦」をテーマに開催された。ここでは「《学校に

おける正教文化の基礎の授業に関する》決議」の声明が行われている。「我々、第11回全世

界ロシア民族会議参加者は、生徒による正教文化の基礎の学習は正教徒が人口の絶対多数を

占める我が国では不可欠であると考える」としている23。

　2007年８月、全世界ロシア民族会議はモスクワで「ロシア・ドクトリン」を論議するため

の公聴会を開催した。現在のキリール総主教はこのドクトリンを高く評価しており、これは

モスクワ総主教庁の立場を表明したものでもある。社会制度の分野におけるドクトリンの基

本命題は、次の５点から成る。①権力分立の原則、人権の至高性などの法的規範が必須のも

のではない。②ロシアは多宗教国家とは見なされない。③指導部の上層は正教に帰属する。

④国公立学校の必修プログラムには宗教学習に関する科目が導入されるべきである。⑤ロシ

アの祝日は正教のカレンダーを考慮して変更する。主要な命題は、世俗国家体制から宗教国

家体制へ移行する機会に備えることであった24。2007年10月には、「新世代の中等教育国家ス

タンダードに『正教文化』科を加える構想」が発表された。これは「正教教育」と題するロ

シア正教会シノド宗教教育正教要理局の公式サイトで公開されている。この文書では「新教

育領域『精神道徳文化』科の教育内容とその規格化」、「カリキュラム『精神道徳文化』の新

教育領域を構成する『正教文化』科を新世代の一般教育国家スタンダードに加えるための作

業計画」について詳細に記述している25。

20   宮川 2006, 155
21   Shnirelman 2012, 8-9
22  この会議は1993年に創設され、2009年2月からロシア正教会のキリール総主教が長を務めてい

る。ロシア人の大同団結とロシアの精神的再生を訴えるこの会議は、大ロシア主義的で政治的
な性格を濃厚に帯びている。

23   Всемирный Русский Народный Собор
24   Андреева 2008, 71
25  Официальный сайт Синодального отдела религиозного образования и катехизации Русской 

Православной Церкви (a)
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４．第３期：発展期（2009年～ 2021年）

　2009年７月、メドヴェージェフ大統領は学校カリキュラムへの「精神道徳教育」導入を承

認している。2010年の新教育スタンダードへの移行に応じて、学校のカリキュラムに新科

目「宗教文化と世俗倫理の基礎」が導入された。この新しい科目では４年生第４四半期から

５年生第１四半期にかけて週１時間、合計で34時間の授業が行われることとなった。2010

年４月から19 の地方都市で試験運用され、2012年９月から全国の学校カリキュラムに必修

の連邦構成要素として加えられ今日に至っている。「宗教文化と世俗倫理の基礎」科は６つ

のコースからなる。「正教文化の基礎」、「イスラム文化の基礎」、「仏教文化の基礎」、「ユダ

ヤ文化の基礎」、「世界宗教文化の基礎」、「世俗倫理の基礎」である。生徒またはその両親

は、これらの中から１つを選択し受講しなければならない26。６コースの採択率は、2012年

と2019年の全国平均が次のようになっている。採択率が高い順に列挙すると、「世俗倫理の

基礎」43％、42％。「正教文化の基礎」32％、34％。「世界宗教文化の基礎」21％、17％。「イ

スラム文化の基礎」４％、５％。「仏教文化の基礎」１％未満、１％未満。「ユダヤ文化の基

礎」１％未満、１％未満。採択率が30％台の「正教文化の基礎」は微増傾向にある27。

　2014-2015年度の「宗教文化と世俗倫理の基礎」科では９の会社が教科書を作成し、25 の

教科書が教育科学省からの使用認証を得ている。この中からそれぞれの学校は教科書を採

択するのである。これら教科書の中で、ソ連時代は独占的に教科書を出版していた民営の

プラスヴィシェーニャ社とドゥラファー社が12冊を占めていた28。プラスヴィシェーニャ社

は「宗教文化と世俗倫理の基礎」教科書の最も重要な供給元である。正教コースで最も人気

のある教科書『正教文化の基礎』も、同社から出版されている。この教科書はロシア正教会

の長輔祭アンドレイ・クラーエフが執筆している。彼はモスクワ神学大学教授であり、ロシ

ア連邦下院社会宗教団体問題委員会付属良心の自由の問題専門家諮問委員会メンバーでもあ

る。『正教文化の基礎』は「宗教文化と世俗倫理の基礎」科の中でただ一人の聖職者によっ

て書かれた唯一の教科書として知られる29。

　2010年３月、アンドレイ・クラーエフ著『正教文化の基礎』の初版が刊行されている30。

この３月には、モスクワ総主教庁シノド青年問題局によって組織された「教会と青年 -問題

提起の場」と題する記者会見が開かれている。登壇したアンドレイ・クラーエフは、「正教

文化の基礎」を学校に導入する実験を巡る問題について発言した。学校に正教文化の基礎を

26   Shnirelman 2012, 10; 木之下 2015, 40; Ожиганова 2017, 20; 井上 2018, 106-107
27   Независимая газета; Левада-Центр (c)
28   木之下 2015, 41
29   ジューコワ 2009, 41; Blinkova and Vermeer 2019, 174-175
30   『正教文化の基礎』初版全文がウェブサイト「正教と世界」の中で公開されている。

Православие и Мир
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導入する実験が始められたことは、３つの時代の挑戦に応戦するヒステリックな試みである

とクラーエフは断言する。１つに、グローバリゼーションである。どうすれば北朝鮮になら

ずに、自らの文明的アイデンティティを維持できるだろうか。２つに、外国人労働者の挑戦

であり、イスラム教の挑戦である。訛がまったく異なる近東のスポンサーに対し、沿ヴォル

ガ地方の人々のロシアにとって伝統的なイスラム教を維持する必要がある。３つに、人口動

態の問題である。子供たちに生命への愛好、家族への愛好を植え付ける必要があると語って

いる31。

　アンドレイ・クラーエフによる教科書『正教文化の基礎』は、2016年に第３版が刊行され

ている。同書は30課からなり、目次は次の通りである。第１課、ロシア―我らが祖国。第２

課：文化と宗教。第３課、正教における人間と神。第４課、正教の祈祷。第５課、聖書と福

音書。第６課、キリストの説教。第７課、キリストとその十字架。第８課、復活祭。第９

課、人間についての正教の教え。第10課、良心と後悔。第11課、戒律。第12課、慈悲と憐れ

み。第13課、倫理の黄金律。第14課、聖堂。第15課、イコン。第16課、生徒の創作活動。第

17課、まとめ。第18課、キリスト教はどのようにルーシに到来したか。第19課、自己犠牲的

行為。第20課、至福の教え。第21課、何のために善を為すのか？第22課、キリスト教徒の生

活における奇跡。第23課、神の裁きにおける正教。第24課、聖体拝領式の機密。第25課、修

道院。第26課、キリスト教徒の自然への態度。第27課、キリスト教徒の家族。第28課、祖国

防衛。第29課、労働におけるキリスト教徒。第30課、祖国への愛と尊敬32。この目次によれ

ば、本書には宗教文化教育、宗派教育、愛国教育が混在していると言えよう。

　ロシアの学術界では「正教文化の基礎」に対して賛否両論が渦巻いている。次の論文は肯

定的な論調を代表している。2017年、タチヤナ・プローニナ「タンボフ州の学校における

『正教文化の基礎』：成功と問題」が『ロシアと外国における国家、宗教、教会』誌に掲載さ

れた。この論文ではタンボフ州の公立学校で「正教文化の基礎」導入と授業経験の独立した

モニタリングの結果が示されている。著者は、学校における「正教文化の基礎」教育に関す

るさまざまな立場を分析し、教師の準備や教師と生徒の意欲の低さなどがこの分野で最も大

きな問題であると特定しつつも、「正教文化の基礎」に対する両親の肯定的な評価を紹介し

ている33。このプローニナ論文のすぐ隣のページには、否定的な論調の論文が掲載されてい

る。ヴィクトル・シニリリマーン「宗教文化または宗教への招待―新しい教科書は何を教え

ているのか？」である。この論文では、キリスト教文化、イスラム教文化、ユダヤ教文化の

基礎を扱う新しい教科書を分析している。文化に重点を置いていると宣言されているのとは

対照的に、多くの教科書は使用者を宗教に招待していることが示されている。著者によれ

ば、「正教文化の基礎」の教科書は、他の宗教文化の教科書よりも教化に近い。これは、過

31   Портал-Credo.Ru
32   Кураев 2016
33   Пронина 2017, 119-138
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程の全体にわたるロシア正教会のより厳格な管理の結果であるとしている34。

　ロシアの世論調査機関「レバダ・センター」が「学校で宗教の基礎を教えるべきか」につ

いて調べたところ、1991年５月、2013年３月、2016年２月、2021年12月の順で次のような結

果が示されている。「学校では宗教の場があってはならない」10％、17％、19％、31％。

「生徒と両親の希望に沿って学校では宗教の歴史、宗教的道徳の基礎を学習してよい」59％、

60％、61％、56％。「中等学校ではすべての希望者に神の法の授業を復活させる必要がある」

20％、15％、13％、11％。「その他」１％、１％、１％、０％。「回答困難」10％、９％、７％、

２％。この調査結果からは、ロシア社会では公教育における宗教教育は選択科目であるべき

との声が多数派を占めているものの、宗教教育に反対する声は年々強まっている35。

　専門家と世論の否定的な評価にもかかわらず、「宗教文化と世俗倫理の基礎」コースを中

等学校の他の学年にまで拡大する問題が常に提起されている。この目的のため、2015年には

普通中等教育のカリキュラムに新科目領域「ロシア諸民族の精神道徳文化の基礎」が導入さ

れた36。ロシア教育科学省は2015年５月に書簡「科目領域『宗教文化と世俗倫理の基礎』お

よび『ロシア諸民族の精神道徳文化の基礎』の学習について」の中で次のように記してい

る。「科目領域『ロシア諸民族の精神道徳文化の基礎』は、初等学校の科目領域『宗教文化

と世俗倫理の基礎』の論理的な続きである。科目領域『ロシア諸民族の精神道徳文化の基

礎』の範囲内で、ロシア連邦諸民族の地域的、国民的、民族文化的特性を考慮した科目の実

施が可能である37」。当時、「ロシア諸民族の精神道徳文化の基礎」の範囲内での選択科目と

追加科目の導入は、各学校の判断にもとづいて行われていた。しかしながら、１年生から11

年生までの全学年に必修の連邦構成要素として宗教教育を導入しようという問題が常に提起

されている38。

　2021年７月に初等および基礎普通教育の新しい連邦国家教育スタンダードが施行された。

これを受けて同月、ロシア正教会シノド宗教教育正教要理局は「初等および基礎普通教育連

邦国家教育スタンダードの更新に応じた学校における正教文化（正教文化の基礎）教育およ

び精神道徳教育。推奨事項」と題する文書を公開している。この「推奨事項」では第１に、

「初等普通教育レベルにおける正教文化教育および生徒の精神道徳教育」を取り上げている。

初等普通教育レベルの正教文化（正教文化の基礎）教育は、必修科目領域「宗教文化と世俗

倫理の基礎」の範囲内で実行される。新しい初等普通教育連邦国家教育スタンダードでは、

全体として、スタンダードの前の版で定められた「宗教文化と世俗倫理の基礎」実施、「宗

教文化と世俗倫理の基礎」の範囲内における「正教文化の基礎」教育の規準条件は維持され

34   Шнирельман 2017, 89-118
35   Левада-Центр (d)
36   Ожиганова 2017, 23
37  Официальный сайт Синодального отдела религиозного образования и катехизации Русской 

Православной Церкви (b)
38   Ожиганова 2017, 24
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ることになったと記している。第２に、「基礎普通教育レベルにおける正教文化教育および

生徒の精神道徳教育」である。基礎普通教育レベルにおける正教文化（正教文化の基礎）教

育は、現在、必修教育領域「ロシア諸民族の精神道徳文化の基礎」の範囲内で、そしてまた

その範囲外で５年生から９年生まで毎年実行することができる。新しい基礎普通教育連邦国

家教育スタンダードでは全体として、「ロシア諸民族の精神道徳文化の基礎」を必修科目領

域として実施する規準条件、正教文化（正教文化の基礎）教育の条件が維持されることと

なったとしている。このように、2015年に基礎普通教育に導入された「ロシア諸民族の精神

道徳文化の基礎」が必修科目になるなど、ロシア正教会の意向に沿った動きが観察されてい

る39。

むすび

　本稿ではこの30年間におけるロシア正教会の復興と、それに伴うロシア公教育における正

教教育の展開を跡付けてきた。ロシア正教会は国家レベルと社会レベルにおいて復興し、事

実上の国教としての役割を演じている。そして、教会の主導により公教育における正教教

育が着実に進展してきている。第１期となる「揺籃期」（1991年～ 1999年）では、ロシア各

地で公教育における正教教育の萌芽が見られた。第２期の「準備期」（2000年～ 2008年）で

は、ロシア正教会が公教育における正教教育に本格的に取り組み始めた。第３期「発展期」

（2009年～ 2021年）では、公教育における正教教育が選択科目として全国規模で実施され始

めている。しかしながら、現在のロシア社会には公教育における正教教育について、「西欧

派」と「スラブ派」のように反対派と賛成派が生まれている。

　ロシア連邦誕生40周年そして50周年に向け、公教育における正教教育は「確立期」から

「完成期」へと向かうのだろうか40。それとも、「衰退期」から「修正期」へと向かうのだろ

うか。いずれにしても確かなことは、公教育における宗教教育はその国のナショナル・アイ

デンティティと密接に関わっているということである。ロシア公教育における正教教育は、

世界中の研究者にとってこれからも重要な研究テーマであり続けるだろう。
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